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1.研究背景 
昨今，学校においていじめが大きな社会問題

となっている．教師による適切ないじめ対策行

動がいじめを減らすと考えられるが，実際の教

育現場においていじめ対策行動の効果を確認す

る為には，長期間にわたる観測を行う必要があ

る．その為いじめ対策行動の効果を確かめる目

的で，学級の数理モデルが研究されている．こ

れまでの研究[1][2]では，生徒が会話相手，話題

対象を選択し会話を行う事で人間関係を形成す

る学級モデルとなっており，会話の主体の嗜好

を考慮して話題対象を選択している．しかし，

実際に会話を行う際，相手の嗜好も考慮して話

題対象を選択すると考えられる．そこで本研究

では話題対象を選択する際，会話の主体の嗜好

に加え会話相手の嗜好を考慮して話題を選択し，

会話を行うことで人間関係を形成する学級モデ

ルを構築し，その有効性を確認した． 
 

2.提案手法 
これまでの研究の学級モデルは，ソシオン理

論[3]とハイダーの認知的均衡理論[4]に基づき，

モデル化している．このモデルでは生徒が学級

内の生徒の中から会話相手を選択する．その後

他の生徒と趣味から話題対象を選択し，会話を

行い，ハイダーの認知的均衡理論に基づき会話

相手と話題対象に対する好感度を変化させる事

で人間関係を形成する学級モデルとなっている．  

これらの研究では話題対象を選択する際，会話

の主体の嗜好のみを考慮していたが，実際の会

話では会話相手の嗜好も考慮して話題を選択す

ると考えられる．そこで本研究では会話の主体

の嗜好と会話相手の嗜好の双方を考慮して話題

対象を選択し，会話を行うことで人間関係を形

成する学級モデルを構築した． 

3.提案手法の流れ 
 初期設定で各生徒に席情報と他の生徒，趣味 

 

 

 

 

に対する好感度(𝑙𝑢𝑥
𝑖 ：生徒𝑖が考える生徒𝑢から対

象𝑥に対する好感度)を与える．ただし，相手の事

を正確に把握できない為，𝑙𝑢𝑥
𝑖 ≠ 𝑙𝑢𝑥

𝑢 となる．また

本モデルでは全生徒が 1回会話相手，話題対象を

選択し会話を行い，人間関係を更新するまでを 1

ターンとし，生徒は授業間の休み時間と昼食，

昼休みの時間に会話を行う．実際の学級では 1日

に授業の間の休み時間は 10 分で 5 回，昼食は 40

分，昼休みは 20分であるのが一般的である．1回

会話を行うのに 5分掛かるとすると授業間の休み

時間は 2ターン，昼食は 8 ターン，昼休みは 4タ

ーンとなり，1日は 22ターンとなる．生徒は月に

20 日登校すると仮定し，1 ヶ月を 440 ターンとす

る．会話相手を選択する際，授業間の休み時間

は時間が短い為，席の近い生徒を会話相手に選

びやすくする．昼食の時間は席を移動せず食事

を行う為周囲の生徒に限定して会話相手を選択

し，昼休みは時間が長い為席の位置に関わらず

会話相手を選択する．以下に 1ターンの流れを示

す． 

(ⅰ)会話相手の選択 

会話相手の選択において，生徒は自分が好き

な生徒と自分の事を好きな生徒を優先的に選ぶ．

授業間休みにおいて生徒𝑖が生徒𝑢を会話相手とす

る確率𝑞𝑖(𝑢)を次式で定義する．  

𝑞𝑖(𝑢) =
ℎ′(𝑖, 𝑢) × (

1
𝑑𝑖𝑠𝑡(𝑖, 𝑢)

)
𝑐

∑ (ℎ′(𝑖, 𝑘) × (
1

𝑑𝑖𝑠𝑡(𝑖, 𝑘)
)
𝑐

)𝑚
𝑘=1

   (1) 

ℎ(𝑖, 𝑢) = 𝑙𝑖𝑢 + 𝑙𝑢𝑖
𝑖  

ここで𝑑𝑖𝑠𝑡(𝑖, 𝑢)は生徒𝑖と生徒𝑢の席の距離，𝑐は

席の重みを表し，𝑚は生徒の総数である．ℎ(𝑖, 𝑗)

の第 1項は生徒𝑖が好意を寄せている生徒，第 2項

は生徒𝑖に好意を寄せている生徒を選びやすくな

る事を表した項である．ℎ′(𝑖, 𝑢)はℎ(𝑖, 𝑢)の値を最

大値を 1，最小値を 0 に正規化した値である．昼

食時は会話相手を周囲の生徒に限定し，𝑐 = 0と

する．昼休みの時間は𝑐 = 0とする． 

(ⅱ)話題対象の選択 

生徒𝑖が生徒𝑢との会話において，話題対象𝑥を

選択する確率𝑟𝑖𝑢(𝑥)は次式で表す． 
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𝑟𝑖(𝑥) =
|𝑙𝑖𝑥 + 𝑙𝑢𝑥

𝑖 |

∑ |𝑙𝑖𝑘+𝑙𝑢𝑘
𝑖 |𝑚+𝑛

𝑘=1

 (2) 

ここで， 𝑛は趣味の総数を表す．実際に話題を選

ぶ際，会話相手の嗜好も考慮すると考えられる

ため，𝑙𝑖𝑥
𝑖 と𝑙𝑢𝑥

𝑖 の和の絶対値を用いる事で生徒𝑖と

生徒𝑢が共に好き，共に嫌いなものに対して話題

を選択しやすくなるように設定した． 

 (ⅲ)人間関係の更新 

(ⅰ)，(ⅱ)の後会話を行い，好感度を更新する．

生徒𝑖から生徒𝑢及び話題対象𝑥に対する好感度変

化量∆𝑙𝑖𝑢
𝑖 ,∆𝑙𝑖𝑥

𝑖 は次式で表される．  

{
 
 

 
 ∆𝑙𝑖𝑢

𝑖 =
∆𝑙𝑖𝑢,1
𝑖 + ∆𝑙𝑖𝑢,2

𝑖

1 + 𝑘|𝑙𝑖𝑢
𝑖 |

, ∆𝑙𝑖𝑥
𝑖 =

∆𝑙𝑖𝑥,1
𝑖

1 + 𝑘|𝑙𝑖𝑥
𝑖 |
(𝑥:生徒)

∆𝑙𝑖𝑢
𝑖 =

∆𝑙𝑖𝑢,1
𝑖 + ∆𝑙𝑖𝑢,2

𝑖

1 + 𝑘|𝑙𝑖𝑢
𝑖 |

, ∆𝑙𝑖𝑥
𝑖 = 0  (𝑥:趣味)   

 (3) 

ここで，∆𝑙𝑖𝑢,1
𝑖 ，∆𝑙𝑖𝑥,1

𝑖 は会話相手と話の合い具合

で好感度を変える間接変化の変化量[2]，∆𝑙𝑖𝑢,2
𝑖 は

会話相手から自分に対する好感度を感じ取って

相手への印象を変える直接変化の変化量[2]を表

す．また好きな度合い，嫌いな度合いが強けれ

ば好感度は変化しづらいと考えられる．よって

好感度の変化のしづらさを𝑘で表し，好感度の絶

対値が大きければ変化量が小さくなるように設

定している．また，会話を行う度に相手の嗜好

を理解すると考えられる為𝑙𝑢𝑥
𝑖 を𝑙𝑢𝑥

𝑢 に近づける． 

𝑙𝑖𝑢
𝑖 が友人閾値以上の時，生徒𝑢を友人とみなし

生徒𝑖から生徒𝑢に対し友人リンクを張り，排斥閾

値以下の時，生徒𝑢を嫌いな生徒とみなし生徒𝑖か

ら生徒𝑢に対し排斥リンクを張る．また本モデル

では，文部科学省国立教育政策研究所の調査に

よる最も一般的ないじめとされている陰口をモ

デル化した．陰口は友人関係にある 2人が，自分

達が嫌いな生徒に対し行うと仮定する．本モデ

ルでは，生徒 2人が相互に友人リンクを張り，そ

の 2人が 1/6以上の生徒から排斥リンクを張られ

ている生徒𝑗に対して排斥リンクを張っている時，

この 2 人を加害者，生徒𝑗を被害者と定義し，加

害者から被害者に対し，いじめリンクを張る．  

本モデルでは，全生徒が(i)～(ⅲ)を行う事を 1

ターンとし，それを一定回数繰り返す．また教

師は 1ヶ月に 1回席替えを行う． 

 

4.結果 

話題対象を選択する際，会話相手の嗜好の考

慮の有無の人間関係に対する効果を確認する．

表 1に記したパラメータを用いた．図 1で会話相

手の嗜好の考慮の有無によって 50 試行最終ター

ン時における各生徒の他の生徒に対する好感度

分布を比較した．  

表 1：パラメータ 

 
図 1好感度分布 

 
横軸は好感度，縦軸は人数を表しており，青色は会話

相手の嗜好を考慮しなかった場合，橙色は嗜好を考慮

した場合の生徒に対するの好感度分布を表している． 

会話相手の嗜好を考慮しなかった場合と比べ，

正の度合いの小さい好感度の分布が増加した．

実際の学級でも，少し嫌いな生徒よりも少し好

きな生徒が多いと考えられるため，現実に近づ

いたと考えられる． 

 

5.今後の課題 

実際の学級では好感度が 1に近いような，非常

に好きな度合いの強い生徒がいると考えられる

が，確認出来なかった．よって今後は好感度変

化の方法を見直し，より現実に近い学級モデル

を構築し，いじめを減らすいじめ対策行動を考

えていきたい． 
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